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学習したことを深めるために，いかしながら思考力・判断力・表現力を高める子ども

一小学6年「みんなでドリブル，パスからシュー 卜につなげよう～バスケットボール～」の実践から一

単元のねらい

軌跡図や「コートの部屋」をもとにシュートにつながるコートの使い方を考えながら，自分

の味方や敵などの状況に応じてコートを広く使ってシュ ートにつなげる力を高める。

2 授業の構想

( 1）子どものとらえについて

下記は， 5年生の時に取り組んだ「ハーフコー トバスケットボーノレ」の学習における 3人の

子どものふりかえりであるO 各次終了時において，下記のような変化が見られた。

＜第 1次終了時＞
児童A：最初はルールが難しかった。でも，やってみるとルールにも慣れて楽しかった。

児童B 今日のゲームではシュ ー トにいけなかった。けど， シュートを打つタイミングを見抜いてシュ ート を決めた
いと思った。

児童c.シュ ー トをしたけど入らなかった。やっぱり，遠くからよりもゴールの近くからシュ ー トを打っと入りやす
いと思った。

＜第2次終了時＞
児童A：空いているスペースに行って，敵のいないところに行くとパスがもらえて， シュー 卜にいけた。

児童B 「空いているところに動くJをやってみた。結構空いているところを見つけることができたので，た くさん
ノマス均三もらえるようになった。

児童C ：空いていると ころに行くとよくパスがもらえた。周りをよく見てフリーの人がいたらパスをすると，（その人
が）シュートにいけた。

＜第3次終了時＞
児童A 端の部屋をなかなか使えてなかったけど，たまに動いて端の部屋に行くとパスももらえたし，パスすること

も楽にできた。

児童B：いろいろな部屋を意識して動きました。たくさん，パスやシュートにいけました。
児童c.ほぼ全部の部屋を使うと， シュートまでよくいけるようになった。パスもしやすかった。近くの人にパスを

したらカットされにくかった。

この児童A～Cは， ミニバスケットボール経験者ではなく，普段からボールを使って遊ぶこ

とは少ない，どちらかというとボール運動を苦手としている子どもたちである。 5年生の時の

「ハーフコートノてスケ ットボール」では，「ボールを持たない動き」つまりシュートを意識しな

がら自分がパスを受ける場所に移動する動きについて思考し，この動きができるようになるこ

とを大きなねらいとして取り組んだ。子どもたちのふりかえりを見ると，最初はルールやシュー

トに意識が向いていたが，徐々に自分の動き方，空いているところへの動きを意識するように

なり，最後にはコート全体をイメージしながら動こうとしていることが分かる。本単元では，

この学習をいかし，オールコー卜で空いた空間を使ってシュートにつなげる力を高めたい。

(2）本単元の内容と体育・ 保健体育科で考える思考力・判断力・表現力の育成との関わり

について

バスケットボールの技術向上の大きな要素として「ボール操作の技能」と「ボールを持たな

い動き」の二つが考えられる。 「ボール操作の技能」とは， ボールをねらったところへ投げる，

ボールをつかむ， ドリブルをするなどの技能である。「ボールを持たない動き」とは，昧方が

ボーノレを保持している状態で，自分がノマスを受ける場所（空いたスペース）へ移動する動きの

ことである。バスケッ トボールにおいて，この動きがシュー卜に持ち込むチャ ンスを生み出す

重要な動きである。つまり，自分の周り の空いた空間を見つけ，動き，次のパスやシュー 卜に

つなげる動きである。この動きができるようになるためには 「空間認識力」が必要である。空
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間認識力とは，自分や昧方，敵がコート上でどの空間にいるのか状況を踏まえた上で，どのよ

うな作戦，戦術を行うのか決定するために空間を的確にとらえ，活用していく力である。この

力がボール運動の「ゴール型」において高めたい重要な能力であるO この空間認識力が身につ

くとコ ート を広く使い，さらにシュートにつながるコートの使い方の学習へとつながってし1く。

本学校園体育・保健体育科で願う学びの姿として「自分や仲間を観察し，思ったことを言葉

や身体をつかつて説明している姿」がある。本単元で，子どもたちはチームでお互いに見合い，

言葉や動色作戦板などを使ってコミュニケーションを取り，得点するのに有効な作戦を考え

試したり，修正したりすることで思考力・判断力・表現力を高めてし1く。それにより「わかる」

が 「できる」につながったり，お互いに高め合い，分かり合える喜びを感じたりすることにな

ると考える。

(3）思考力・判断力・表現力の育成に関する学び合う場面の構想について

① 単元全体を通して学び合う内容を焦点化する

先述した空間認識力については「空間を見つける」「空間に動く」「空間を使う・生かす」の

3段階が考えられる。子どもたちは 5年生の学習において，個人差はあるものの「空間を見つ

ける」「空間に動く」ことは意識できるようになってきた。その学習をし、かし，本単元では

「空間を使う・生かす」段階をねらい，単元を構想するO よって，学び合う場面も「空間を使

う・生かす」ことに焦点を当てて設定する。つまり，シュートを常に意識しながらパス＆ラン

から空いたスペースに動くことが分かったり，状況を判断してロンクーパス， ショートパス， ド

リフ、、ルをしたりできるよう学び合いの時間を設ける。

② 「ハーフコートバスケットボール」の学習とつなげる（L、かす）

第 1次では， 5年生の時に学習したハーフコートからオールコートのバスケットボールへの

つなぎを大切にする。ハーフコートバスケットボールで学んだことでできたこと，できなかっ

たこと，困ったことを整理していく。そして，困ったことを中心に友だちのプレーを見て解決

するヒントを見つける活動を行う。その中で「ハーフコートの時と同じようにコートを広く使

えばよさそうだ」「途中でパスカットされてしまう」「なかなかシュー卜に行けない」などとい

う声が子どもたちからあがるであろう。これらの思いを第 2次の学習へとつなげていく。

③ 記録を通して学び合いを深め，「コートの部屋」を作戦にいかす

第 2次では，空間， コートの使い方について学習してしぺ。まずは，自分たちのゲームの様

相をとらえるため，子どもたちはお互いにボールの軌跡図に記録し，どの｜ lτ n 
ようにコートを使うとシュー卜につながるのかを考える。その際に「コー

トの部屋」（右図）を提案し，コートの内側も外側も，遠くも近くも広く

使うとシュー卜につながることをおさえたし1。そして，この学習をし1かし，

次に「コートの部屋」を使って作戦を考えるよう促していく。本単元にお

ける作戦とはシュートにつながる意図的な動きと捉える。その作戦は「速

く攻めよう」「たくさん動いて攻めよう」などという漠然としたものでは

なく，コートの空間をイメージし，空間の使い方を意識した作戦にするた

めであるO また「コートの部屋」を使った作戦を， 1回ずつ攻撃を切って
_Qー

ふりかえる時間（アメフトゲーム）の中で試行錯誤しゲームにいかしていく。最後には，状況

に応じたシュー卜につながる動き，コートの使い方について学習を深めてし1く。

第 3次は，まとめの総当たり戦である。これまでの学習をし可かし，チームとして作戦をさら

に工夫し考えていく。子どもたちには軌跡図の記録や「コートの部屋」を意識することを促し，

子どもたち自身で作戦を工夫したり，ふりかえりをしたりして次にし、かせるようにしてしぺ。



3 展開計画

次 主な学習 時 具体的な学習 ・内容 co印は，学び合い）

・バスケッ トポールのルールを 1 －学習の計画やルール，ゲームの仕方などについて知 り，学習の見通しをもっ。
確認する。 2 「パス回数競争」「ド リフ。ルシュー卜競争」を通して， ボール操作に慣れる。

・シュートやパス， ドリブルな ・ゲームをしながら，ルールやゲームの仕方に慣れる。
ど，ボール操作の技能を高め く〉ハーフコート バスケットボールの学習をし、かし，できたことや困ったことな

る。 どを整理する。

2 ・アメフ卜ゲームを繰り返しな 「パス回数競争」「ドリブルシュー ト競争」を通して，ボール操作に慣れる。
がら， シュ ー トにつながる動 3 ③軌跡、図に記録 し，シュートにつながる動きを考える。

きを考える。 4 ④軌跡、図を使ってシュー トにつながる動きを確かめる。

－考えたことをもとに話し合い 5 ⑤「コート の部屋」を使って作戦を立て，コート の使い方を考える。

をする。 6 ⑥「コー トの部屋」を使って作戦を立て，コート の使い方についての考えを
－話し合ったことを意識してゲー 確かめる0 ・アメフトゲームを通して，作戦や動きについて確かめる。
ムをする。 －話し合ったことを意識してゲームをする。

〈〉軌跡図や「コート の部屋」を使って，どのようにコートの空間を使うと シュー

卜に結びつ くか話し合う。

3 ・これまでの学習をし、かし， 総 7 ・これまでの学習をし、かして，作戦を考える。

当たり戦をする。 8 ・軌跡図を継続して記録し，自分たちでゲームのふりかえりを して，次のゲー

ムにいかす。

4 授業の実際

( 1）「ハーフコートバスケットボール」から「オールコート」へつなげる

まずは， 「ハーフコートバスケッ トボール」での学習の成果物を掲示し，昨年度の学習の成

果についてふりかえった。（この成果物は毎時間掲示した。）

'X'：！デ一二叫令間お泳部がそ記治会.a(twtt•"J を懇意僚主公~よ·；泡~~訟主ギヰ誌な宅
内訳出：:F•'：，；.：：￥書偽、法制可忽立で ゾ 撚~：1~：；：…ふ.:f!:tl；；：：；！合力品二

.，：；.が，.＼，~油川J t怠j 一三：：：；.：山知1£'o-slぺJ援軍吉叫 φ ー九て守？広出出守干潟：；； おふぷ：~：~人-c;-：~.，

安ごふずる；？：？？之現議f んだなロニご念予ぷニゴご
,•Li"UJ ．い府、具命，· I ・＂＂念＜.~

情日明掠活~...勺 ア付・・－ －－・や－ ?.f::1:;:.'.!!,-1仰い」~－， :;i叩：~？：＇！..~~···~；：；＇；：，、
一一 一‘－・・・一一一－＂＂＂ k!Ul.7'-J.山肌 ・刷・....安判明田 口 ？”工ど＇Z, :,: ~＂－＂＂＂＂·＂＇＂＂＇·み僻 ；；，仲 Af'蜘叫ぱ‘崎守別抗偽伽 市川制時 ' 4開抑制吋，＿＿，，，，..・制使6 2よ ：：；；判的•~i榊凶恥噺－

ぷ蕊， G記慎二叫一一一－＝~；~；－ ’ 混線需成長t~~＞ .t ;;~~ ... ，，＿山....
l:!;t！：.寝室レ九月 ，々.. ，.甲子おr - 叫川同－ 」

、三ニ二ア智弘f吟ヰ4ぷA弘、比二僻4 ぷ~干；去にごよ：：二二
・－ 門 司防 山 ．

その後，オールコート でのバスケットボールの学習計画， ルール，ゲームの仕方等を共通理

解した上で，「ハーフコートバスケットボールの学習をいかし，できたこと，できなかったこ

と，困ったことなどを整理しよう」というめあてを設定し，試しのゲームを行った。ゲーム後

子どもたちからは，できたこととして「激しく動く」，「できなかったこと」として 「広がる」

ことが多く出された。これらの「激し く動く」 や「広がる」 という言葉は「ハーフコート バス

ケットボール」の学習時に出た言葉である。できなかったこととして「広がる」が出たところ

を考えると「広がる」ということの意義・意味を子どもたちは漠然と理解しているものの 「ど

のように広がるのか」という具体的な動きとしての理解ができていないことがうかがえる。ま

た，この時間のふりかえりの中には「困ったこと」として，下記のようなものが多く あがった。

・みんなが固まって動いていて困った0 ・バスを しようと思っても，なかなかノfスをするコ ースがなかった0

・バスをするとカ ットされることが多かった0 ・コー トが広いから， あまりパスがつながらなく て困った。

これらの「できなかったこと」「困ったこと」を受けて， 次時では 「友だちのプレーを見て，

困ったことを解決するヒントを見つけよ う」というめあてを設定し，学び合いを行った。
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T －なるほどね。敵の前に出るとよさそうなのか。他にはない？
児童H.自チームがやっていたパスランをするといし、。
T ：「パスラン」ってどういうこと？
一一～一一一一一一一一一一一一一一一一）一一～T石いマ万i!Cτ0百ナ一一一一一一一一ームー~一一一一一一一一一一又
克董百7すすE百0 工ー卜するのか，敵を惑わせるから。
克董了ウマf5ITてち石京玄℃~τ下玉石Eて下京区
売董~至If<:直方主主正五五工τ有五五五五曹1¥~をit~マ：（＿，＿，＿｛，か＿le, 9 

この記録の中の「ノマスラン」や「いろいろな部屋」という言葉も「ハーフコートバスケット

ボール」の学習で出た言葉であり，その学習を子どもたちがし、かしているO また，「『ノfスラン』

ってどういうこと？」や「なぜ（『パスラン』が）いいの？」という指導者の掘り下げるはたら

きかけにより，漠然としたパスランの有効性がより具体的に考えられることにつながった。

(2）軌跡図の記録を通して，シュー卜につながる動きを考える

これまでの学習で「広がる」「激しく動く」「パスラン」「し1ろいろな部屋」という言葉があ

がっていたことから，子どもたちは「ハーフコートバスケットボーノレ」の学習をいかし考えて

いることが分かった。そこで，次にボーノレの動きを記録する「ボールの軌跡図」を提案し学習

に取り組んだ。 5年生の時にも取り組んでいるので抵抗なく取り組めた。「軌跡図に記録し，

シュ ートにつながる動きを考えよう」というめあてを設定し，その結果をチームごとに分析す

る活動を行い，チームで出た意見を全体に広めていった。各チームから出た意見は大きく二つ

「ドリブルが多い」「コートの真ん中しか使っていない」というものだった。これらについて，

さらに深める学習を行った。

T ：「ドリブルが多し、」があったけど，どうするの？
児童K：パスを多くする。
T ：どうして，パスを多くするといいの？
児童L：ドリブルよりパスが速い。
児童M：パスの方が速いから，すぐにシュ ートにつながる。シュ ートにつながりやすい。

T ：コートの真ん中しか使っていないと困るわけ？
児童N ：真ん中は敵が多い。
児童O：敵が多L、から，ノマスカットをされやすい。
T ：そういうことだね。では，コ ート の真ん中を使わずにどうするの？
児童P：コートの左右を使うといい。
児童Q：コートを広く使うといい。今よりももっと広く。
児童R：広がるのはいいけど，走っているときにボールを見ることも大事だと思う。

この学び合いを通して，パスの有効性やコートを広く使うよさに気付いている。この時間の

ふりかえりでは次のような言葉が多く見られた。

・シュートにつながる動きは， ドリブルよりパスが速いと分かった。
・コートの真ん中しか使っていなかった。後半，できるだけ動くとパスがつながってシュートにいけた0

・コートを広く使うと，パスカソ卜されないと分かった。
・広いスペースのところヘバスをするとシュートにつながった。
・パスをもらいやすいように広がり，そのうち何回か速くパスしてシュートにつながった0

・自分たちが広がらないと広がることができなし、から，自分たちがもっと広がるといい。

子どもたちのふりかえりを見ると「広く」という言葉が大きなキーワー

ドと考え，次時では「コートを広く使うためには，どういう動きをすれば

いし、か考えよう」というめあてを設定し，軌跡図に加え「コートの部屋」

を提案して学習に取り組んだ。最初のゲームの軌跡図をもとに，透明なア

クリ／レ板の「コートの部屋」を重ねることにより，自分たちがどういう部屋を使っているか，

使っていないかを分析しながら学習を進めた。学び合いの場面では「コート全体を使うには，

敵のいないところに動く」「パスを端の部屋にする」「人も端の部屋へ行く」などという考えが

出された。この時間のふりかえりは下記のものである。

・敵が少ないところを選んでバスを回したらシュートにいけた。「コートの部屋」を意識したら，ちゃんとシュー卜に
つながった。

－空いているところに行ったり，ボールをもっている人の遠くにいるとパスがもらったりしやすいし，広がることも
できた。



・ボールをもっている時も，もっていない時も，どこに動くといいのか考えてプレーしたい。
・コートの端をうまく使えていなし、。うまく使うために，部屋を意識して，次にどこへ行けばいいのか，頭の中でボー
ルの動きをイメージしてパスなどをもらいたい。

このふりかえりを見ると，前時よりも具体的で，思考に深まりが見られる。漠然と「広がる」

とか「広いスペース」ではなく，「空いているところ」「部屋を意識して」「敵のいないところ」

などと具体的になってきた。これは，軌跡図と合わせて「コートの部屋」を提案したことによ

り，子どもたちにコ ート全体を12分割した部屋（スペース）を意識させ，ボールだけでなく，

空いたスペースを見つけようとする思考や動きにつながったものと考えられる。子どもたちに

「コ ートの部屋」を提案し「部屋」を意識させたことは，いわゆる「ダンゴ状態」（ボールの周

りに固まる状況）を解消するために有効であった。

(3）「コー トの部屋」を使って，作戦や動きを考える

「コ ートの部屋」を意識させることは有効であることを踏まえ，次に「『コ ートの部屋』を

使って作戦を立て，シュ ートにつながるコートの使い方を考えよう」というめあてを設定した。

まずは「作戦」の意味についての共通理解を図った。本単元における「作

戦」とは「シュ ート につながる意図的な動き」と意味づけをした。つまり

「コ ート全体をイメ ージし，シュ ートゾーン（ゴールのある部屋）にどう

やってボールをもっていくか」ということで共通理解をした。そして，子

どもたちは「コー トの部屋」とマグネットを使って作戦を考えた。その後，自分たちが考えた

作戦がうまくいくかどうかを確かめたり，さらに効果的な作戦を考えたりするために「アメ フ

トゲーム」を提案し，取り組んだ。これは攻撃を終えると 1回ず、つふりかえる時聞を設けたゲー

ムである。このアメフトゲームについて，子どもたちからは「アメフ トゲームは展開が早 く，

すごくおもしろかった」「アメフ トゲームをすると，どこへ行けばいいのか，どういう動きを

すればいいのかよくわかった」「アメフ トゲームの時に，台形 （シュ ー卜 ゾーン）に素早く動

くことができた」などというふりかえりがあった。そして，アメフトゲーム後，作戦の確認を

してからゲームを行った。ゲーム後， シュートにつながるコートの使い方について聞いたとこ

ろ，下記の意見が主に出された。

0左右に広がって三つの部屋を使う。 0部屋から部屋へ縦につなぐ。〔斜めの部屋でもOK) 
Oディフェンスの裏の部屋を使う。 0敵よ りもゴール近くの部屋に行く。
。ボールのある部屋のとなりや近くの部屋へ行く。
0台形の部屋を空けておいて，外の部屋から台形の部屋に動く。

これらの意見をもとに次時では「「コ ートの部屋』を使って作戦を立て， シュ ートにつなが

るコートの使い方について確かめよう」というめあてを設定した。作戦を考え，アメフ 卜ゲー

ムで試し，全体で学び合いの場面を設けた。その学び合いの場面の授業記録である。

T ：今，アメフトゲームをやってみま した。めあてにもどって，気付いたこ と， うまくいったこと，うまくいか
なかったことは？

児童s・ スロ インする時に 3人で固ま るともらいにくかった。 1人は後ろに行って 2人がもらえなかったとき後ろ
からもらし、に行く。

T ：何か新しい考えだね。
児童T：部屋を広く使っていることは同じ。
児童U：そうやって素早く動くといいね。
T ：他にはつ
児童V：左右に広がって三つの部屋を使うことを基本として，少しず、つ真ん中の部尾に集まっていくといい。（作戦板

を使いながら説明）
T ：今，二つのことを言ったね。 どれとどれ？
児童W ：左右に広がって三つの部屋を使うことと，相手より もゴール近くの部屋に行くこと。
児童X：結局，ボールのある部屋のとなりや近くの部屋に行くといし、。
T ：どういうこと？作戦板で説明して。
（児童Xは作戦板を使って説明。ボールを指導者が動かし，それに従ってマグネッ トを動かしていった。）
T －なるほとね。 ボールのある部屋が変わると動くところも変わってくるんだね。では，前の時間の意見や今の

話し合いをもとに作戦を確認してゲームをしてみよう。
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このような学び合いを通して，ボールのある部屋に応じて近くの空いた部屋へ意識して動く

とよいことが確認できた。つまり， このことは部屋の使い方，コートの使い方にもつながる考

えである。本単元の始まりの頃，子どもたちは「広がる」「コートを広く」という言葉を多く

使っていたが，このような学習を行うことにより，一人一人の動きとしてより具体的になって

いった。このことは，軌跡図の変化からもうかがえる。

1 採 1・・e勺 』

赤チーム第3時の軌跡図 赤チーム第7時の軌跡図 緑チーム第3時の軌跡図 緑チーム第B時の軌跡図

本単元で軌跡図を記録し始めたのは第 3時である。この時聞から毎時間，子どもたちは記録

をとり続け，分析をし，コートの空いた部屋について思考を深めていった。第 7' 8時はまと

めの総当たり戦である。そのゲームでは，これまでの学習をし1かしコート全体を使いシュート

につなげようとする子どもたちの動きが多く見られた。

(4）子どもの変容（評価）

子どもたちのゲームやアメフトゲームでの動きを観察して技能面を評価し，学び合い場面で

の発言やチーム内での話し合い，そしてふりかえりを参考にして思考面・判断面・表現面を評

価し， 2軸のグラフに表した。下記は，各次終了時における評価をドットで表したものである。
也、止が叫に蛤〈とパス特ュート＂叫両＇わ叫
.いたスペース之町パス軒r ト目制ている く第 1次終了時＞ く第2次終了時〉 く第3次終了時＞

．．． ．．．．．． 

．． 
空空 里里空

どこに酷い乱、叫 か 帥 闘い．
パス•＞，－H市川町帆

これを見ると，全体的に右上にシフトしていることが分かる。特に思考面（判断力，表現力

を含む）では，授業中やふりかえりの言葉が抽象的なものから徐々に具体的な動きにつながる

言葉に変容していった。技能面でも，前述の軌跡図から読み取れるように，子どもたちは空い

た部屋によく動き，コート全体に広がり，パスやシュートにつなげようとしていた。

5 成果と課題

本単元は， 5年生の「ハーフコートバスケットボール」の学習をし、かし，空間認識力をつけ

ることを大きなねらいとして取り組んだ。ねらいや学習内容を次にし可かすことも体育・保健体

育科における系統性から重要である。しかし，より深まりのある学習にするために学習方法も

いかす必要がある。例えば，本単元においては 5年生の時と同じように，ボールの動きが視覚

化できるよう「軌跡図」を，コート全体の空間をとらえ意識できるよう「コートの部屋」を提

案した。同じ学習方法で取り組んだことにより，子どもたちの思考も抽象から具体へ，具体的

な動きへと深まりが見られた。高学年 2年間の学習を系統的に考え，学習内容と学習方法の両

方をし1かしたことは，子どもたちの思考力・判断力・表現力を伸ばすために効果的であった。

さらに，子どもたちの思考の背景，根拠，つながりを明確にとらえておくと，より効果的な

はたらきかけができたと考える。子どもたちの思考の流れはある程度とらえることができたが，

その背景にある根拠，理由などをさらに掘り下げ，さぐる必要があった。これを行うと，思考

したことをいかし表現し，さらに思考を深めるための具体的なはたらきかけが可能であった。

また，思考・判断し「わかった」ことが「できた」につながるはたらきかけも必要であった。

「わかる」と「できる」をつなぐ工夫をさらに考えていきたい。 （文責小林敏朗）
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